
R5命の週間における学校の取組について （清瀬第七小学校） 
 
 

学

年 
教科・単元等 具体的な内容 

・学年、教科等との関連、外部との連携等 

・成果、課題、今後の取組等 

全

校 

校長先生の講話

を聴く 

人は失敗から成長する・人間はどんな困難も乗り

越えられる・互いに助け合い、認め合い、許し合

うこと・友達にも自分自身にもレッテルを貼らな

い・自分、友達、大切な人の命を大切にし合い、

人として、みんなで成長していこう 

・全校児童への講話の後、６年生・けやきひのき学

級に、校長がそれぞれ身近で具体的な内容を話した。 

更にその内容をもとに、各学級担任がそれぞれの課

題について振り返り、考えさせることで意識づけた。 

１ 
道徳 題材名「くまのこうちょうせんせい」 

かけがえのない生命を大切にし、一人一人の良さ

を認めあうことについて考える。 

・命には限りがあること、相手の気持ちに寄り添う

ことについて考えることで、自分の命の大切さや、

自分自身や友達の良さを大切にしようとする気持ち

をもつことができた。 

2 
道徳 

保健指導 

・題材名「ゆきひょうのライナ」 

食べることが生命をいただくことを認識すると

ともにそのことに感謝する気持ちを育む。 

・食育 

・食べ物として生命をいただくことに感謝し、その

分も自分の生命を大切にしていこうと自分の生命の

価値を見つめなおし、考えることができた。 

 

3 

道徳 

学級指導 

・「おじいちゃん、おばあちゃん、見ていてね」

生きている今を大切にして、前向きに一生懸命生

きようとする心情を育てる。 

・妊婦さんの話 

・関東大震災の映像を活用し大地震の怖さを映像で

感じることができた。自分の命の輝かせ方について

考えることができた。 

・赤ちゃんを楽しみに待っている家族の気持ちを考

えた。体調の変化や不安な気持ち、喜び期待の中、

誕生した命だと気づくことができた。 

4 
道徳 

 

題材名「バルバオの木」 

受け継がれる生命のたくましさに感動し、生命あ

るものを大切にする心情を育てる。また、食と命

のつながりについて考える。 

・食育、給食指導、保健指導と関連。 

・健全な身体が健全な心を育むことや、食品ロスに

よる地球環境への影響について、考えさせることが

できた。 

5 
学活 

国語 

関東大震災の、映像を通じて被害と、命の守り方

を学んだ。 

「からたちの花」を読み、命の連続性について考

えた。 

・安全指導と関連。実際の被害の大きさを知ること

で命を守る行動について考えを深めた。 

・生命の連続性について考えることで、自分の命も

大切にしようとする気持ちを持つことができた。 

6 

学活 

道徳 

２学期の学級開き 

 

校長講話の後、「命の重さはみな同じ」を読み、

命の大切さについて考えた。 

・夏休みの生活を振り返り、安全に生活できたこと

を価値付け、２学期も友達を大切に、協力して過ご

していけるよう意識づけた。 
・一人一人に大切な命があり、それはかけがえのな

いものであることを考えることができた。 

け

や

き

A 

道徳 題材名「いんせきたまごのひみつ」 

生きることのすばらしさを知り、生命を大切にし

ようとする心情を育てる。 

一人一人が、周囲の人に大切にされて、生まれて

きたことに気づかせる。 

・誰もがお母さんのおなかの中に、１０か月という

長い期間いて、周りの人に大切にされ守られて成長

していることを伝えた。多くの児童がおなかの中に

いる期間を短く予想していて、その期間の長さに驚

いていた。 

・生き物を大切にしたい、生まれてきた赤ちゃんは

かわいい、と子供たちが発表した。 

け

や

き

B 

道徳 題材名「たいせつないのち」 

『きみのことがだいすき』の絵本を読み聞かせ

し、一人一人が大切にされていて、失敗してもい

いことや安心できる場所を作っていいというこ

とに気付かせる。 

・大震災にも触れ、多くの命が亡くなった現状を伝

えた。それを踏まえ、読み聞かせをし、命の重さを

考えて、一人一人命を大事にして生活していかなけ

ればならないことを考えさせた。 

け

や

き

C 

学活 〇校長先生の講話を聞き、命の大切さについて考

えた。たった一つしかない命を大切にして、家族

や友達、先生方などの多くの人に支えられて生き

ていたことに気付かせる。 

・命があるから家族や友達、先生方に出会えて、一

緒に食事をとったり、遊んだり、笑いあえているこ

とができていることが分かった。 

 

・落ち着かない時やイライラした時には、話しやす

い人に相談したり、好きなことをするなどして気持

ちを落ち着かせることを考えさせた。 

け

や

き

D 

生活単元 

 

学活 

〇稲の成長の様子を観察するなかで、人間が「害

虫」と呼んでいる虫たちについて、考えた。 

 

〇同じ言葉でも言い方によって、相手を不快にし

てしまうことについて話し合った。 

・人間の立場・虫の立場で考え、人間にとっても、

虫にとっても良い方法はないか話し合うなかで、

命の大切さについて学習した。 

・友達に対する何気ない言葉が、相手を傷つけてし

まうことを具体的な場面を取り上げながら、繰り

返し話し合っていく。 



け

や

き

E 

道徳 

 

学活 

○「平和ってすてきだね」の絵本の読み聞かせ 

「平和」について考える。 

○校長先生の講話を受けて 自分の「命」につい

て考える。また、身の回りの命について考える。 

・「死ね」などの言葉の重みを考えさせたが、なかな

か改善されないので、引き続き日常的に指導してい

く。 

け

や

き

F 

道徳 〇校長先生の話を聞き、悩みを抱えた時にどうす

るのか考える。 

〇自分にとって話しやすい人は誰なのか皆で意

見を出し合う。 

 

・自分だけで抱え込むのではなく、自分の気持ちは

外に出していいということを話し合うことができ

た。 

・自分の気持ちを話せる人を確認し、理解してくれ

る人が周りにいることは安心につながることを知っ

た。 

ひ

の

き 

道徳 〇「命の重さはみな同じ」を読み、命の大切さに

ついて考えた。 

・人間であっても動物であっても命は大切であり、

かけがえのないものであることを考えることができ

た。 

 


